
ひ
と

た
ん

い

な

人
の
短
を
道
う
こ
と
無
か
れ

お
の
れ

ち
ょ
う

と

な

己
の
長
を
説
く
こ
と
無
か
れ

ひ
と

ほ
ど
こ

つ
つ
し

お
も

人
に
施
し
て
は
慎
ん
で
念
う
な
か
れ

ほ
ど
こ

う

つ
つ
し

わ
す

施
し
を
受
け
て
は
慎
ん
で
忘
る
な
か
れ

さ
い
し
ぎ
ょ
く

ざ

う
め
い

「
崔
子
玉
座
右
銘
」

他
人
の
短
所
を
言
っ
て
は
な
ら
な

ほ
こ

い
。
自
分
の
長
所
を
誇
っ
て
は
な
ら

そ
し

な
い
。
他
人
を
謗
る
こ
と
、
自
分
を

つ
つ
し

誇
る
こ
と
を
慎
め
。

ご
か
ん

中
国
、
後
漢
の
時
代
（
二
五
年
〜

二
二
〇
年
）
の
名
文
家
と
言
わ
れ
る

さ
い
え
ん

崔
�
（
七
七
年
〜
一
四
三
年
）
の
座

右
の
銘
で
あ
る
。

こ
の
崔
�
の
名
文
を
、
お
大
師
さ

ま
が
書
き
写
さ
れ
た
書
が
�
野
山
と

東
京
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

二
十
世
紀
に
入
っ
て
情
報
産
業
の

発
達
は
素
晴
ら
し
く
、
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

は
今
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（
誰

で
も
参
加
出
来
る
広
範
囲
な
情
報
発

信
技
術
）
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
瞬
時
に
世
界
中
の
他

つ
な

者
と
繋
が
り
、
情
報
を
得
る
事
が
出
来
ま
す
。

ひ
と
昔
前
と
は
違
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
出
来
る
時
代
で
す
。こ
れ
に
よ
り
教
育
、仕
事
、

文
化
に
非
常
に
役
立
ち
、
私
た
ち
の
生
活
も
向
上

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
人
間
関
係
が

へ
い
が
い

一
層
複
雑
に
な
り
、
弊
害
が
現
れ
て
い
ま
す
。

と
く
め
い

匿
名
の
顔
の
見
え
な
い
者
同
士
の
や
り
取
り

よ
う
し
ゃ

い
じ

は
、
歯
止
め
も
、
容
赦
も
な
く
、
子
供
の
苛
め
、

ひ

ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

ま
い
き
ょ

社
会
人
同
士
の
誹
謗
中
傷
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

い
び
つ

な
く
、
益
々
人
間
関
係
が
ギ
ス
ギ
ス
歪
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

仏
様
の
教
え
は
慈
悲
で

す
。
慈
し
み
、
思
い
や
り
、

情
け
の
心
で
す
。

お
大
師
さ
ま
も
、
お
心
得

に
な
ら
れ
、
お
書
き
に
な
ら

れ
た
崔
�
の
言
葉
は
今
の
世

の
中
に
も
通
ず
る
名
言
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
言
葉
を
心
に
、
豊
かそん

な
人
生
と
人
間
関
係
の
「
尊

ち
ょ
う重
」
人
を
尊
い
も
の
と
し
て

重
ん
ず
る
事
に
役
立
て
た
い

も
の
で
す
。

合
掌

発 行 所
〒７７５‐０１０１
徳島県海部郡海陽町浅川
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FAX（０８８４）７３－３４０５
編集人 柳 本 明 善

� 教 育 出 版
セ ン タ ー印刷所

http : //www.
sabadaishihonbou.jp/

�大師本坊の
携帯サイトです。

�大師ホームページ
URL
http : //www.sabadaishihonbou.jp
＊ホームページでは�大師
由来、過去の�大師だよ
りの掲載、護摩祈願・ご
供養等のお申し出、また
お線香のご注文等お受け
しております。

番外・星の岩屋、裏見の滝

（年２回 １・７月発行）�大師だより１ 第８３号（平成３１年１月１日）�



今
回
の
巡
拝
で
第
十
四
回
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊

場
、
四
国
別
格
二
十
霊
場
の
逆
巡
拝
成
満
で
あ
る
。

こ

み
ち

海
、
山
、
心
な
ご
む
俳
句
の
小
径

�
大
師
本
坊
よ
り
国
道
五
十
五
号
線
を
海
を
眺
め

や
く
お
う
じ

な
が
ら
第
二
十
三
番
・
薬
王
寺
に
向
か
っ
て
歩
く
。

む

ぎ
ち
ょ
う

か
ん
ば
と
う
げ

み
な
み
ち
ょ
う

牟
岐
町
か
ら
寒
波
峠
を
越
え
る
と
美
波
町
（
旧
日

和
佐
町
）
厄
除
開
運
の
寺
と
し
て
有
名
な
薬
王
寺
、

ゆ

ぎ
と
う

山
の
斜
面
に
朱
塗
り
の
瑜
祇
塔
が
絵
に
な
る
。

厄
除
け
の
石
段
を
昇
る
と
本
堂
、
境
内
よ
り
美
波

町
の
町
並
、
海
が
一
望
で
き
る
。

さ
ん
ざ

日
和
佐
湾
の
大
浜
か
ら
海
沿
い
の
道
を
歩
き
山
座

と
う
げ峠
を
越
え
る
と
俳
句
の
小
径
。
標
柱
に
書
か
れ
た
俳

句
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
。

は
や
枯
葉

踏
む
一
歩
一
歩
息
上
が
る

東
京
都

本
保
希
見
子

ゆ

き

田
井
ノ
浜
か
ら
由
岐
に
出
て
、
海
沿
い
の
民
宿
に

初
日
の
宿
を
取
る
。

つ
き

よ

お

み
ず

あ
ん

千

年

杉

の

月

夜

御

水

庵

由
岐
坂
峠
を
越
え
阿
南
市
に
入
り
国
道
五
十
五
号

か
ね
う
ち

線
、
鉦
打
か
ら
田
舎
道
を
歩
き
月
夜
御
水
庵
、
現
在
、

水
は
枯
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
お
堂
の
前
に
は
杉
の
巨

び
ょ
う
ど
う
じ

木
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
第
二
十
二
番
・
平
等
寺

は
阿
南
市
新
野
町
秋
山
に
静
か
に
佇
ん
で
い
る
。
本

堂
の
下
に
湧
き
出
る
水
が
眼
病
平
癒
に
霊
験
が
有
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
境
内
前
の
田
圃
に
は
コ
ス
モ
ス

が
一
面
に
咲
き
誇
っ
て
い
た
。

お
お
ね
と
う
げ

あ

せ

び

竹
林
の
大
根
峠
を
越
え
る
と
阿
瀬
比
に
出
る
。

た
い
り
ゅ
う

じ

か
く
り
ん
じ

太
龍
寺
、鶴
林
寺
の
道
は
遍
路
こ
ろ
が
し

第
二
十
一
番
・
太
龍
寺
へ
の
道
は
四
通
り
あ
る
。

廃
業
し
た
民
宿
坂
口
屋
か
ら
の
四
国
道
、
そ
の
他
に

い
わ
や
道
、
中
山
道
、
か
も
道
が
あ
り
今
回
は
い
わ

や
道
を
登
る
。
阿
瀬
比
か
ら
約
七
㎞
、
急
登
に
喘
ぎ

み
な
み
し
ゃ
し
ん
が
だ
け

午
後
三
時
、
南
舎
心
ヶ
嶽
の
お
大
師
さ
ま
に
着
く
。

太
龍
寺
は
お
大
師
さ
ま
が
修
行
さ
れ
た
所
、
山
上
に

だ
い
が
ら
ん

大
伽
藍
、
西
の
�
野
山
と
呼
ば
ら
れ
る
。

太
龍
寺
を
参
拝
後
、
那
賀
川
に
下
り
第
二
十
番
・

鶴
林
寺
へ
の
急
坂
を
登
る
。
鶴
林
寺
は
標
高
五
百
ｍ

の
山
上
に
有
る
寺
に
も
か
か
わ
ら
ず
掃
除
が
行
き
届

り
ん

き
、
凛
と
し
た
雰
囲
気
が
有
る
。

御
本
尊
は
地
蔵
菩
薩

お
ん
か
か
か
び
さ
ん
ま
え
い
そ
わ
か

じ
げ
ん
じ

あ
な
ぜ
ん
じ
ょ
う
し
ゅ
ぎ
ょ
う

四
国
別
格
第
三
番
・
慈
眼
寺
の
穴
禅
定
修
行

鶴
林
寺
参
拝
後
、
別
格
三
番
・
慈
眼
寺
に
向
か
う

た
な
の

棚
野
に
下
る
道
を
間
違
え
稜
線
を
歩
く
。
逆
巡
拝
の

難
し
さ
を
知
ら
さ
れ
る
。

か
み
か
つ

慈
眼
寺
は
上
勝
町
坂
本
か
ら
登
る
。
標
高
五
五
〇

ｍ
に
本
坊
、
さ
ら
に
百
ｍ
上
に
本
堂
と
穴
禅
定
修
行

の
洞
窟
が
あ
る
。
片
道
、
約
五
〇
ｍ
、
お
先
達
さ
ん

の
指
示
で
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
り
を
頼
り
に
這
っ
た
り
体

を
よ
じ
曲
げ
た
り
し
て
進
む
。
一
昨
年
は
先
約
団
体

が
あ
り
入
洞
出
来
な
か
っ
た
。
四
年
ぶ
り
の
修
行
、

何
ん
と
も
言
え
な
い
気
分
を
味
わ
う
。

幽

玄

、

番

外

・

星

の

岩

屋

鶴
林
寺
か
ら
勝
浦
川
の
間
、
真
向
か
い
に
星
の
岩

ほ
し
た
に

屋
が
あ
る
。
星
谷
か
ら
約
二
�
の
登
り
で
あ
る
。

山
の
斜
面
に
小
さ
な
滝
が
あ
る
。
そ
の
滝
の
裏
側

う
ら
み

か
ら
も
滝
を
眺
め
る
事
が
出
来
る
。
裏
見
の
滝
と
し

て
有
名
で
あ
る
。
静
寂
の
中
に
幽
玄
な
気
が
漂
う
。

た
つ
え

じ

小
松
島
市
に
出
て
第
十
九
番
・
立
江
寺
、
第
十
八

番
・
恩
山
寺
と
参
拝
し
徳
島
市
内
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま

る
。

じ
ょ
う
ら
く
じ

常
楽
寺
の
ア
ラ
ラ
ギ
大
師
は
居
な
か
っ
た

十
九
日
は
久
し
ぶ
り
の
雨
、
徳
島
市
内
の
ホ
テ
ル

い

ど

じ

か
ん

か
ら
第
十
七
番
・
井
戸
寺
に
歩
く
。
第
十
六
番
・
観

の
ん
じ

こ
く
ぶ
ん
じ

音
寺
、
第
十
五
番
・
国
分
寺
、
第
十
四
番
・
常
楽
寺

と
参
拝
す
る
。
国
分
寺
の
本
堂
は
補
修
中
、
仮
本
堂

で
参
拝
。
常
楽
寺
の
境
内
は
岩
肌
が
露
出
す
る
流
水

岩
の
庭
、
赴
き
が
あ
る
。
本
堂
前
の
ア
ラ
ラ
ギ
が
秋

の
台
風
で
痛
み
木
の
上
に
お
ら
れ
た
、
お
大
師
さ
ん

が
居
な
い
。
国
道
一
九
二
号
線
に
出
て
別
格
霊
場
第

ど
う
が
く
じ

二
番
・
童
学
寺
を
参
拝
。
昨
年
、
本
堂
が
全
焼
、
再

建
に
若
い
御
住
職
が
奮
闘
さ
れ
て
い
る
。
夕
方
、
第

十
三
番
・
大
日
寺
に
打
ち
戻
り
参
拝
す
る
。

し
ょ
う

ざ
ん

じ

四
国
を
代
表
す
る
遍
路
道
、
焼
山
寺

う
ん
ぺ
ん
じ

第
六
十
六
番
・
雲
辺
寺
に
次
い
で
高
所
に
あ
る
第

十
二
番
・
焼
山
寺
は
標
高
八
〇
〇
ｍ
、
登
り
も
下
り

え
も
ん
さ
ぶ
ろ
う

も
厳
し
い
。
麓
の
四
国
遍
路
の
元
祖
、
衛
門
三
郎
ゆ

じ
ょ
う
し
ん
あ
ん

か
り
の
杖
杉
庵
を
参
拝
し
て
か
ら
焼
山
寺
へ
の
急
坂

を
登
る
。
山
門
か
ら
本
堂
の
間
に
杉
の
巨
木
が
建
ち

ふ
じ
い
で
ら

並
ぶ
。参
拝
後
、第
十
一
番
・
藤
井
寺
へ
の
道
は
ア
ッ

人
生
即
遍
路

�
�
�
�
��

�
�
�
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第
十
四
回
、
パ
ー
ト
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平
成
三
十
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十
一
月
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五
日
よ
り

平
成
三
十
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十
一
月
二
十
三
日

第２３番・薬王寺瑜祇塔

第２１番・太龍寺舎心ヶ嶽
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じ
ょ
う
れ
ん

プ
ダ
ウ
ン
。
巨
大
な
大
師
像
が
建
つ
一
本
杉
の
浄
蓮

あ
ん

り
ゅ
う
す
い
あ
ん

庵
、
湧
き
水
の
柳
水
庵
、
お
大
師
さ
ま
が
休
ま
れ
た

ち
ょ
う

ど
あ
ん

長
戸
庵
と
参
拝
し
藤
井
寺
に
下
る
。

阿
波
の
走
り
遍
路
、
十
里
十
ヶ
寺

吉
野
川
市
か
ら
潜
水
橋
を
渡
り
阿
波
市
、
第
十

き
り
は
た
じ

番
・
切
幡
寺
と
参
拝
す
る
。
切
幡
寺
か
ら
別
格
第
一

た
い
さ
ん
じ

り
ょ
う
ぜ
ん
じ

番
・
大
山
寺
を
含
め
第
一
番
・
霊
山
寺
ま
で
約
四
〇

㎞
弱
の
間
に
十
一
ヶ
寺
、
非
常
に
忙
し
い
。

二
十
二
日
は
朝
か
ら
雨
、
切
幡
寺
を
参
拝
し
て
か

ね
は
ん
し
ゃ
か
に
ょ
ら
い
ぞ
う

ほ
う
り
ん
じ

ら
涅
槃
釈
迦
如
来
像
の
第
九
番
・
法
輪
寺
ま
で
は
一

く
ま
だ
に
じ

時
間
。
法
輪
寺
か
ら
第
八
番
・
熊
谷
寺
は
近
い
。
四

国
中
で
一
番
大
き
な
山
門
は
修
繕
工
事
中
、
竜
宮
門

じ
ゅ
う
ら
く
じ

あ
ん
ら
く
じ

の
第
七
番
・
十
楽
寺
を
参
拝
し
て
第
六
番
・
安
楽
寺

多
宝
塔
の
紅
葉
が
美
し
い
。
安
楽
寺
の
宿
坊
に
宿
泊

す
る
。

さ
い
と
う
ご

ま

別
格
第
一
番
・
大
山
寺
は
柴
灯
護
摩
の
日

二
十
三
日
は
最
終
日
、
別
格
第
一
番
・
大
山
寺
に

登
る
。
本
堂
前
の
大
イ
チ
ョ
ウ
の
落
葉
で
黄
金
の

ら
か
ん
ぞ
う

カ
ー
ペ
ッ
ト
。
奥
ノ
院
に
二
百
体
の
羅
漢
像
が
並
ぶ

じ
ぞ
う
じ

第
五
番
・
地
蔵
寺
に
打
ち
戻
り
、
黒
谷
の
第
四
番
・

こ
ん
せ
ん
じ

大
日
寺
を
打
つ
。
第
三
番
・
金
泉
寺
は
水
に
苦
し
む

お
百
姓
さ
ん
に
、
お
大
師
さ
ま
が
井
戸
を
掘
っ
た
と

こ
ろ
霊
水
が
湧
き
、
そ
れ
が
長
寿
の
水
と
し
て
金
泉

ご
く
ら
く
じ

寺
と
名
付
け
ら
れ
た
。
第
二
番
・
極
楽
寺
を
参
拝
す

る
と
第
一
番
・
霊
山
寺
は
近
い
。
夕
方
五
時
、
霊
山

寺
を
参
拝
し
て
今
回
の
満
足
行
を
終
わ
る
。

つ
る
べ

お

秋
の
日
は
釣
瓶
落
と
し
で
日
は
短
い
。
毎
日
早
朝

に
出
発
し
、
札
所
で
は
一
時
間
の
お
勤
め
、
非
常
に

強
行
軍
な
日
程
で
し
た
が
幸
い
事
故
も
な
く
、
今
回

の
満
足
行
、逆
巡
拝
を
成
満
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

参
加
者
の
協
力
、
信
者
様
の
支
援
、
道
中
た
く
さ

ん
の
方
々
よ
り
の
応
援
と
お
接

待
、
お
大
師
さ
ま
の
御
加
護
に
感

謝
致
し
ま
す
。

合
掌

修
行
日
数
、
九
日
間

参
加
者
十
六
名

（
一
部
参
加
者
も
含
む
）

歩
行
距
離

二
〇
八
㎞

「
私
の
満
足
行
」

満
足
行
、
三
十
年
目
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
三
十
年
間
、
ど
れ
だ
け
の
方
が
参
加
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
私
は
平
成
二
十
七
年
十
一
月
、
平
成

二
十
九
年
二
月
、
今
回
で
三
回
目
の
参
加
と
な
り
ま

す
。十

一
月
十
八
日
、
御
住
職
様
の
「
人
生
即
遍
路
」

を
読
み
、
頂
い
た
お
札
を
持
っ
て
家
を
出
ま
し
た
。

十
二
時
頃
に
徳
島
に
着
き
、
第
一
番
・
霊
山
寺
へ
お

参
り
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
一
月
、
主
人
と
バ
ス

ツ
ア
ー
で
四
国
八
十
八
ヶ
所
を
巡
拝
。
そ
の
後
、
主

人
が
病
に
倒
れ
三
年
の
介
護
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

三
年
間
は
、
桜
を
見
上
げ
る
事
も
紅
葉
を
見
た
覚
え

も
あ
り
ま
せ
ん
。
霊
山
寺
よ
り
第
三
番
・
金
泉
寺
ま

で
歩
い
て
お
参
り
し
て
、
集
合
場
所
の
徳
島
駅
に
戻

り
皆
さ
ん
を
待
ち
ま
し
た
。
翌
日
よ
り
巡
拝
修
行
。

御
住
職
様
、
�
松
さ
ん
、
多
く
の
先
輩
方
の
中
へ

入
れ
て
頂
い
て
「
ハ
イ
」「
無
」
の
満
足
行
で
し
た
。

千
二
百
年
前
、
お
大
師
さ
ん
の
歩
か
れ
た
道
を
ひ

た
す
ら
歩
く
、
お
寺
の
前
で
シ
ー
ト
を
敷
き
正
座
し

て
の
読
経
、
御
詠
歌
。
足
が
痛
く
て
、
も
う
歩
け
な
い

と
思
っ
て
い
て
も
次
の
日
は
不
思
議
と
歩
け
ま
し
た
。

今
回
、
歩
い
て
歩
い
て
一
本
杉
の
お
大
師
さ
ん
に

お
会
い
出
来
た
事
、
感
謝
致
し
ま
す
。

合
掌

紅
葉
を
く
ぐ
り
く
ぐ
り
て
焼
山
寺

柳
水
を
守
る
人
絶
え
秋
の
寺

黄
落
を
踏
み
て
山
越
え
空
海
の
道

第１０番・切幡寺
はたきり観音第６番・安楽寺、多宝塔

第５番・地蔵寺奥の院
五百羅漢第４番・大日寺山門 （別）第１番・大山寺の本堂

ブログ「�大師本坊
歩き遍路・沙門明善」

＊満足行修行の道中日記や写真をブ
ログで更新しています。ご覧下さ
い。

大
阪
、
枚
方
市

土

岐

信

子

満足行、３０周年記念
第１５回 歩くお遍路「人生即遍路」

満足行巡拝 日程表
修 行 巡 路

第１番・霊山寺より
第２３番・薬王寺 （別格）１番・大山寺
（別格）４番・�大師本坊

２１２㎞

第２４番・最御崎寺より

第３６番・青龍寺
２０４㎞

第３７番・岩本寺より
（別格）５番・大善寺 （別格）６番・龍光院
第４２番・仏木寺

２５４㎞

第４３番・明石寺より
第６１番・香園寺 （別格）７番・出石寺
（別格）１１番・正善寺

２３０㎞

第６２番・宝寿寺より
第８３番・一宮寺 （別格）１２番・延命寺
（別格）１９番・香西寺

２３６㎞

第８４番・屋島寺より
第８８番・大窪寺 （別格）２０番・大瀧寺
（別格）４番・�大師本坊 高野山奥ノ院

１５２㎞
１，２９０㎞

※日程・距離には若干の変更があります
※（別格）は別格二十霊場です

修行年月日
２０１９年
６月１７日（月）～

６月２５日（火）

２０１９年
１１月１５日（金）～

１１月２２日（金）

２０２０年
２月１３日（木）～

２月２２日（土）

２０２０年
６月１７日（水）～

６月２６日（金）

２０２０年
１１月１５日（日）～

１１月２４日（火）

２０２１年
２月２０日（土）～

２月２５日（木）
５３日間

パ
ー
ト
１

パ
ー
ト
２

パ
ー
ト
３

パ
ー
ト
４

パ
ー
ト
５

パ
ー
ト
６

計

（年２回 １・７月発行）�大師だより３ 第８３号（平成３１年１月１日）�



日 時 平成３１年２月１６日（土）～
平成３１年２月２０日（水） ５日間

集 合 平成３１年２月１５日（金）
巡 路 第１０番・切幡寺～第８８番・大窪寺～

（別）２０番・大瀧寺～（別）４番・�大師～
高野山・奥の院まで

（歩行距離１１４．５㎞）

参加ご希望の方は巡拝資料、申込書をお送り致します。

�������	
���������

※参加申し込み〆切日 平成３１年１月２０日

参 加 料

１０，０００円

２０，０００円車使 用 料

百
八
ヶ
寺
、
百
八
回
の
ご
祈
願

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

平
成
三
十
一
年
二
月
十
六
日（
土
）〜

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日（
水
）

五
日
間

第
十
四
回
、満
足
行
パ
ー
ト
６
は
、第
十
番
・
切
幡

寺
よ
り
第
八
十
八
番
・
大
窪
寺
、（
別
）
二
十
番
・

大
瀧
寺
、（
別
）
四
番
・
�
大
師
本
坊
か
ら
、
高
野

山
・
奥
の
院
ま
で
歩
い
て
逆
巡
拝
を
満
願
致
し
ま
す
。

お
四
国
を
お
参
り
し
た
く
て
も
出
来
な
い
方

歩
い
て
お
参
り
し
た
く
て
も
出
来
な
い
方

あ
な
た
に
代
わ
り
歩
き
、
お
願
い
事
を
百
八
ヶ
寺

の
ご
宝
前
に
て
お
大
師
さ
ま
に
お
願
い
、
ご
祈
願

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
�
 
!�

"
#
"
 �

$
%
&
'
(

※
代
参
ご
祈
願
ご
希
望
の
方
は
二
月
十
日

ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
、
代
参
巡
拝

後
ご
祈
願
札
を
お
授
け
致
し
ま
す
。

#)*+,

�����������������������������-----------------------------.............................
�/�+,
0123

��
��
��
����

��
��
��
		



��
��

��

一
願

三
千
円

長
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
特
別
大

添
え
護
摩
木
で
す
。

柴
燈
護
摩
壇
を
囲
い
、
ご
祈

念
し
て
火
を
燈
し
ま
す
。

本
厄
の
方
、
ご
病
気
の
方
、
今
年
の
星
回
り
が
黒
星
の
方
、
良

い
一
年
に
な
る
よ
う
節
分
・
運
勢
の
変
わ
り
目
に
ご
祈
願
を
お
勧

め
致
し
ま
す
。

��
��
��
����

��
��
��
		



��
��

��壱

萬
円

壇壇
木木
にに
願願
いい
をを
書書
いい
てて
ごご
祈祈

念念
致致
しし
まま
すす
。。

◎◎
数数
にに
限限
りり
がが
ああ
りり
まま
すす
、、
集集

まま
りり
次次
第第
終終
了了
ささ
せせ
てて
頂頂
きき

まま
すす
。。

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
		
��
����

45�6789:;<=>?�6789:;<@

傷害保険料、渉外費に充当

※奉納経料金、宿泊代、昼食代は各自、個人
負担

第１４回

（平成３１年１月１日）第８３号 ４��大師だより（年２回 １・７月発行）



お
不
動
様
の
お
力
に

お
す
が
り
し
て

あ
ま
ね
く
悪
を
退
け

本
当
の
幸
福
と
い
う
名
の

功
徳
を
つ
か
ん
で

頂
き
た
い
の
で
す

護護
摩摩
堂堂
内内
にに
奉奉
安安
・・
永永
代代
にに
ごご
祈祈
願願
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。
身身
丈丈
５５４４
��

重重
ささ
８８
��

東
京
都佐

藤

文
了
哉

香

港周

明
�
闔
家

鄭

玉
貞
闔
家

樂

智
洪
闔
家

平
成
三
十
年
七
月
一

日
よ
り
平
成
三
十
年

十
一
月
三
十
日
ま
で

に
お
花
代
、
お
供
え

と
し
て
奉
納
さ
れ
た

方
で
す
。
こ
こ
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
期
間
以
外
の
方

は
こ
こ
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

（
敬
称
略
）

ご祈願 願主奉納料
金 参拾萬圓也

大大

不不

動動

明明

王王

願願

主主

ごご

芳芳

名名

�
�
�
��

�
�
�
�
	


�

一
月
十
五
日（
火
）

午
前
六
時

�
大
師
境
内

法
要
に
ご
参
加
、
ご

宿
泊
の
方
、
一
年
間
の

無
病
息
災
を
ご
祈
念
し

た
焼
餅
、
小
豆
粥
を
振

舞
い
ま
す
。

宿
泊
ご
希
望
の
方
、
お

申
し
出
下
さ
い
。

一
月
十
四
日
ま
で
に
お
送
り
下
さ
い
。

お
守
り
、
お
札
以
外
は
お
断
り
し
ま
す
。

千
体
地
蔵
尊
奉
安

ご
祈
願
の
お
勧
め

ごご
先先
祖祖
・・
法法
名名
、、
ああ
なな
たた
のの
おお
願願
いい
すす
るる

ここ
とと
をを
地地
蔵蔵
尊尊
石石
仏仏
にに
刻刻
印印
。。

��
大大
師師
本本
坊坊
境境
内内
、、
水水
琴琴
水水
掛掛
地地
蔵蔵
尊尊
のの

並並
びび
にに
奉奉
安安
、、
永永
代代
にに
ごご
祈祈
願願
。。

千千
体体
地地
蔵蔵
尊尊

奉奉
安安
ごご
祈祈
願願
料料

拾
万
円

文
字
の
刻
印
料
、
一
字

五
百
円

奉安ご祈願
千体地蔵尊

※奉安・ご祈願
の方はお申し出
下さい。
申込書をお送りします。

�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
	


�

お
大
師
さ
ま
ご
修
行
の
霊
地
、
四
国
で
永
代
に
ご
供
養
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
お
位
牌
、
過
去
帳
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
法
名
を
毎
日
、
毎
月
の
ご
命
日
に

永
代
に
ご
供
養
致
し
ま
す
。

※
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

�

�
��

�
�
�
�

�
�
�
�
�
	



�
�

�

�
��

�
�
�

永
代
ご
祈
願
大
不
動
明
王

（年２回 １・７月発行）�大師だより５ 第８３号（平成３１年１月１日）�



徳
島
県
　
山
田
　
太
郎 

茨
城
県石

原

鳳

麗

佐
々
木

愛

沙

栃
木
県鶴

見

伽

那

埼
玉
県森

岡

大

心

東
京
都中

村

順
太
郎

片

平

柳

岡
山
県匿

名

香

港周

鳳
明
闔
家

黎

桃

嬌

周

鳳

欣

張

苡

翹

阮

佩
娼
闔
家

阮

冠
冲
闔
家

阮

冠

冲

樂

蔚

雲

譚

瑞

南

梁

子

才

蕭

勵
文
闔
家

孔

錦
榮
闔
家

陸

瑩

瑩

陳

偉
根
闔
家

高

�

昌

楊

頌

詠

顔

嘉
新
闔
家

蘇

秀

恩

曽

偉

光

平
成
三
十
年
七
月
一
日
よ

り
平
成
三
十
年
十
一
月
三

十
日
ま
で
に
奉
納
祈
願
さ

れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
八
十
二
番

根
香
寺

徳
島
県植

田

祐

史

植

田

和

美

植

田

英
里
香

平
成
三
十
年
七
月
一
日
よ

り
平
成
三
十
年
十
一
月
三

十
日
ま
で
に
奉
納
祈
願
さ

れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

一
願
一
体

弐
萬
円

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
��

�

�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

不
動
洞
内
、
八
十
八
ヶ
所
各
霊
場
ご
宝
前

に
立
体
的
な
蓮
華
台
を
設
置
。
蓮
の
華
に
い

だ
か
れ
な
が
ら
、
お
砂
ふ
み
修
行
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
ご
先
祖
様
の
尊
い
ご
縁
で

生
か
さ
れ
て
お
り
、ま
た
毎
日
あ
ら
ゆ
る
力

の
お
か
げ
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
尊

い
お
か
げ
の
心
を
ご
供
養
す
る
お
気
持
ち
で

蓮
華
台
奉
納
の
お
申
し
出
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
奉
納
供
養
は
一
口
壱
万
円
と
し
各
霊
場

側
面
に
府
県
名
、
ご
芳
名
を
記
し
永
代
に
ご

供
養
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合

掌

蓮
華
台
奉
納
の

お
申
し
出
を
し

て
い
た
だ
け
る

方
は
、
お
願
い

事
、
施
主
名
を

お
知
ら
せ
下
さ

い
。

※
申
し
込
み
用

紙
を
お
送
り
致

し
ま
す
。

特特
選選

��
大大
師師
銘銘
香香

進
物

三
、
五
〇
〇
円

徳
用

一
、
七
〇
〇
円

小
箱

八
五
〇
円

の
し
、
宛
名
お
書
き
し
ま
す

※
満
中
陰
の
御
返
し
、
法
事
の
粗
供
養
等
で
多
数
ご
利
用
の
方
は
お
申

し
出
下
さ
い
。

へ
ん
ろ
会
館
、畳
替
え
御
浄
財
の
御
礼

一
口
千
円

二
十
口
（
一
名
）

四
口
（
一
名
）

十
口

（
二
名
）

三
口
（
二
名
）

八
口

（
一
名
）

二
口
（
十
三
名
）

五
口

（
二
名
）

一
口
（
四
十
四
名
）

平
成
二
十
五
年
十
一
月
よ
り
平
成
三
十
年

十
一
月
三
十
日
に
寄
進
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

へ
ん
ろ
会
館
、
設
備
に
お
き
ま
し
て

は
宿
泊
の
方
に
十
分
な
お
世
話
、
行
届

か
な
い
所
も
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
頂
い
た
ご
浄
財
に
て
、
徐
々

に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
畳
・
襖
を
張
り

替
え
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

畳
替
え
ご
浄
財
ご
奉
納
さ
れ
た
皆

様
、こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
遍
路
さ
ん
が
快
適

に
お
泊
り
出
来
ま
す
よ
う
、
お
力
添
え

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
口－

壱
万
円

※
一
人
何
口
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

（一ヶ寺３０名様完成品）
奉納者名は不動洞にて永代に
ご供養致します。

奉
納
数
は
一
〇
八
ヶ
寺

で
終
了
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（平成３１年１月１日）第８３号 ６��大師だより（年２回 １・７月発行）
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千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千
八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百
円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円

東
京
都大

松

慈

永

飯

島

睦

子

長
野
県臼

田

悦

子

愛
知
県伊

藤

富

子

兵
庫
県松

浦

幸

子

岡
山
県井

上

信

子

香

港
ア
ラ
ン

ラ
イ

平
成
三
十
年
七
月
一
日
よ

り
平
成
三
十
年
十
一
月
三

十
日
ま
で
に
奉
納
祈
願
さ

れ
た
方
で
す
。（

敬
称
略
）

徳
島
県

横

川

武

美

香
川
県

浮

田

ト
シ
子

福
岡
県

多

田

忠

平
成
三
十
年
七
月
一
日

よ
り
平
成
三
十
年
十
一

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納

祈
願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

北
海
道吉

鷹

美

枝

岡
山
県平

野

初

江

ごご
奉奉
納納
文文
字字
数数

現現
在在

�
�
�
�
�
�
�
	

般
若
心
経

多
宝
塔

お
写
経
奉
納
の
お
願
い

�
大
師
本
坊
で
は
ご
信
者
の
皆
様
、
ご
参
拝
の
方
々
の
お
写
経
を
多

宝
塔
に
奉
納
致
し
ま
す
。

皆
様
の
お
写
経
奉
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
写
経
奉
納
の
方
は
お
送
り
下
さ
い
。
お
申
し
出
い
た
だ
い
た
お
写

経
は
多
宝
塔
に
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奉
納
お
写
経
用
紙
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
、
お
送
り
し

ま
す
。

心経塔（多宝塔）

お
写
経
用
紙

（
三
十
枚
つ
づ
り
）

一
冊

千
円

荷
具
送
料

三
百
円

お
写
経
奉
納
料

一
巻
（
一
枚
）
千
円

�
�
�
�
�

�
��

�
	


�

右
記
の
巻
数
は
、
平
成
二
年
十
二
月
一
日
よ
り

平
成
三
十
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
累
計
で
す
。

�
大
師
・
多
宝
塔

ご
奉
納

一
羽

千
円

�
大
師
で
は
皆
様
の
願
い
、
壱
萬
人
の
想
い
を
募
り
般
若
心
経
の
書
か
れ
た
紙
に
願
い

を
込
め
て
折
っ
て
戴
い
た
鶴
「
壱
萬
羽
鶴
」
の
ご
奉
納
祈
願
を
発
願
致
し
ま
し
た
。

皆
様
の
願
い
を
多
宝
塔
の
観
音
さ
ま
に
お
伝
え
し
、
飛
天
さ
ん
に
天
空
へ
と
届
け
て
戴

き
ま
す
。

「
お
願
い
事
、
お
名
前
を
書
き
、
一
折
り
、
一
折
り
に
想
い
と
祈
り
を
込
め
て
一
羽
の
鶴

を
完
成
さ
せ
て
下
さ
い
。」

多宝塔内、奉安

�
�
�

��

�
�
�
�

平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
日
よ
り
平
成
三
十
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
累
計
で
す
。

「「
壱壱
千千
文文
字字
」」ごご
奉奉
納納

願願

主主

ごご

芳芳

名名

ご
病
気
の
方
の
快
復
を
願
い
、
子

宝
、
出
産
、
試
験
等
の
諸
願
成
就
の

為
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
慰
霊
鎮
魂

の
為
、様
々
な
願
い
を
鶴
に
込
め
て
、

お
祈
り
下
さ
い
。

不不

動動

ごご

浄浄

財財

ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

般般
若若
心心
経経
塔塔
ごご
浄浄
財財

ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

（年２回 １・７月発行）�大師だより７ 第８３号（平成３１年１月１日）�



�
大
師
で
は
、
高
等
学
校
、大
学
校
の
入
学
試
験
を

は
じ
め
各
種
の
資
格
試
験
の
合
格
成
就
を
特
別
に
護
摩

祈
願
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ご
祈
願
、
ご
希
望
の
方
は
、お
名
前
、年
令（
か
ぞ
え

年
）、志
望
校
名
、
受
験
日
、
受
験
番
号
等
を
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

護
摩
祈
願
を
申
し
上

げ
、
受
験
前
に
ご
祈
願

札
、
特
製
合
格
御
守
、

合
格
念
珠
を
お
授
け
致

し
ま
す
。

結
願
大
法
要
、
平
成
三
十
一
年
二
月
三
日（
日
）

��
��
��
��
��
��

��
��
		



��

��������������

午前９時
お申し出の星祭り祈願は１月５

日、寒の入りの開白より２月３日の
結願までご祈念致します。

		

������

午前１０時
大般若経６００巻転読の風（般若の

風）は遍く広く功徳があると言われ
ています。

����		��������

午後１時
炎の中に不動明王がおられる護摩
は全ての不浄や災難を焼き尽くして
下さります。

����������

午後２時
知らず知らずに犯している罪を焼
き祓い、心身共に清め得難き、ご利
益を授かります。

※※
星星
祭祭
りり
ごご
祈祈
願願
、、
おお
申申
しし
出出
のの
方方
はは
おお
急急
ぎぎ
下下
ささ
いい
。。

二
月
二
日
「
節
分
・
星
祭
り
」
前
夜
祭

「
飛
天
曼
荼
羅
、ご
開
帳
結
縁
法
要
」

法
要
、
夜
七
時
よ
り

飛
天
の
研
究
、
第
一
人
者
で
あ
り
画
家
・
吉
永
邦
治
師
が
心
魂
を
注

ぎ
三
年
の
月
日
を
か
け
完
成
さ
せ
た
、
飛
天
の
ご
開
帳
結
縁
法
要
を
執

り
行
い
ま
す
。

法
要
後
に
は
塔
内
に
入
っ
て
戴
け
ま
す
、
ど
う
か
、
こ
の
機
会
に
飛

天
曼
荼
羅
空
間
を
体
感
さ
れ
、
飛
天
さ
ま
と
結
縁
を
お
結
び
下
さ
い
。

二
月
三
日
「
節
分
・
星
祭
り
」

ご
参
加
ご
宿
泊
希
望
の
方
へ

�
大
師
で
は
毎
年
二
月
三
日
「
節
分
」
に
そ
の
年
が
悪
事
・
災
難
を

の
が
れ
、
無
事
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
星
祭
り
大
法
要
を
厳
修
致
し
ま

す
。運

勢
の
変
わ
り
目
、
節
分
の
法
要
に
「
ご
参
加
ご
修
行
」
し
て
悪
事

退
除
の
一
年
間
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

※
宿
泊
予
約
は
一
月
二
十
日
ま
で
に
お
電
話
下
さ
い
。

�
大
師
試
験
合
格

成
就
特
別
護
摩
祈
願

ご
祈
願
規
定

参
万
円
（
二
十
一
日
御
祈
願
）

壱
万
円
（
七
日
御
祈
願
）

五
千
円
（
三
日
御
祈
願
）

参
千
円
（
一
日
御
祈
願
）

合
格
祈
願
札

合
格
念
珠

合
格
御
守

（平成３１年１月１日）第８３号 ８��大師だより（年２回 １・７月発行）


